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（ 第 5 回 変 更 ）



平成２８年１０月２６日

恵庭駅西口地区都市再生整備計画
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 恵庭市

【目標１に対する指標：商業施設利用者の増加】
・商業、サービス機能の一層の充実を図ることにより、利用者数の増加を評価する。
【目標２に対する指標：歩行空間を阻害する放置自転車の減少】
・駅前広場及び駅周辺道路の歩道上において歩行を阻害する放置自転車数を評価する。

（H23当初） （H26末） （H28末）

【商業施設利用者の増加】　

　　市街地再開発事業区域内の商業・サービス施設の延べ利用者〔人／日〕 500人/日

【歩行空間を阻害する放置自転車の減少】
　　駅前広場及び駅周辺道路の歩道上の放置自転車数〔台／12h〕 40台/12h

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 都市再生 北海道 恵庭市 直接 恵庭駅西口地区都市再生整備計画 恵庭市 642

(642)

直接 道路（区画道路）

直接

直接 高質空間形成施設（歩行支援施設）

間接 地方都市リノベーション施設（恵庭駅西口再開発ビル）

間接 恵庭駅西口地区第一種市街地再開発事業

合計 642

社会資本総合整備計画

中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

計画の目標
計画の期間

【目標１】駅周辺地域の活性化のために、都市基盤の整備と合わせて生活利便施設の集約を図る。
【目標２】鉄道駅利用者及び周辺住民のために安全・安心な歩行空間の確保を図る。

備考
当初現況値 最終目標値

市町村名

計画の名称

定量的指標の現況値及び目標値

18人/日

192台/12h

交付対象

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

642百万円全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
792百万円 19.0%Ａ

事業者
全体事業費
（百万円）

効果促進事業費の割合
百万円

要素となる事業名

（事業箇所）

150百万円Ｂ Ｃ

交付対象事業

（上記のうち基幹事業）

恵庭市 事業区域　A=11.4ha

地域生活基盤施設（ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ・自転車駐車場・広場）



Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

1-C-1 施設整備 一般 恵庭市 直接 市街地再開発推進事業 恵庭市 145

1-C-2 施設整備 一般 恵庭市 直接 公共サイン整備事業 恵庭市 5

合計 150

番号 備考

1-C-1 市街地再開発事業の推進により都市の再構築が図られる。

1-C-2 基幹事業により公共公益施設の整備とサインの設置を一体的実施により、市民及び来訪者の施設利便性が向上する。

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）事業者

恵庭市

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

公共公益施設の案内サインの設置

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

恵庭市 再開発区域内補償

番号

番号

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

（延長・面積等）

市町村名

要素となる事業名事業者



（参考図面）

計画の名称 恵庭駅西口地区都市再生整備計画

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 恵庭市交付対象

1-A-1 市街地再開発事業
恵庭駅西口地区
第一種市街地再開発事業

1-A-1 地域生活基盤施設
（自転車駐車場）

1-A-1 高質空間形成施設
(歩行支援施設)

1-A-1 道路（区画道路）

市道恵庭東39号線

凡 例

基幹事業

効果促進事業

1-A-1 地域生活基盤施設
(ペデストリアンデッキ)

1-C-2 公共サイン整備事業

1-A-1 地方都市リノベーション事業
（恵庭駅西口再開発ビル）

1-A-1 地域生活基盤

（広場） 1-C-1 市街地再開発推進事業

1-A-1 地域生活基盤

(広場）


